
第１章 はじめに

本研究の目的は､ 沖縄に関する“イメージ”

を形成しているメディアの中で､ 現在その位置

を急激に高めていると予想されるインターネッ

トを取り上げ､ 沖縄県内新聞社２社のインター

ネット制作部門への聴き取り調査を行うことに

より､ 沖縄を巡るイメージポリティクスについ

て考察する足がかりを掴もうとするものである｡

実感として沖縄のイメージは､ ここ10年ほど

で明らかに変わった｡ NHKの連続ドラマ ｢ちゅ

らさん｣ から､ 2,000円札､ 九州・沖縄サミッ

ト､ もちろん高いプレゼンスを誇るミュージシャ

ンらはいまや数え切れないし､ 映画 ｢ナビィの

恋｣ や ｢ホテルハイビスカス｣ (いずれも中江

裕司監督) なども､ 変わった沖縄イメージを象

徴するものかもしれない｡

しかし変わったという実感を見つめなおして

みるとき､ イメージというものが､ ある一つの

視点から描けるものではないことはすぐに想像

できるとしても､ では沖縄のイメージとはどの

ような側面を持つものなのかという疑問がただ

ちに湧いてくる｡

それは例えば｢本土人が抱く‶沖縄イメージ"｣､

｢沖縄人が抱く ‶沖縄イメージ"｣､ ｢‶沖縄人"

が抱く本土イメージ｣､ あるいは ｢本土人が抱

くところの､ ‶沖縄人" が抱くと想像される

‶沖縄イメージ"｣ さらには､ ｢沖縄人が抱くと

ころの､ 本土人が抱くと想像される ‶沖縄イメー

ジ"｣ ｢本土人が抱くところの､ ‶沖縄人" が抱

くと想像される ‶本土イメージ"｣ など､ 多岐

の次元に及ぶであろう｡ ただし､ 本土人が抱く

本土イメージは､ ほとんど意識にはのぼらない｡

多様な次元に思いが及ぶと､ さらに疑問が生

じる｡ ではそうしたイメージは相互に影響をし

合っているのか､ むしろ､ 不干渉の状態で､ 別

個に存在しているのではないか｡ 従来から言わ

れている本土人による沖縄への無関心は解消さ

れていないばかりか､ 新たな無知が上塗りされ

ているのではないか｡

｢今でも大半の日本人は腹の底で沖縄人

をバカにしていると思います｡ そうでなけ

れば関心がないかでしょう｡ 『２チャンネ

ル』 などのネット上の匿名の書き込みを見

れば､ いくらでもウチナンチューをバカに

した表現がでています｡｣ (目取眞 P.173)

上記 ｢ちゅらさん｣ は､ 本土でも沖縄でも好

評を博したという｡ ｢ナビィの恋｣ や ｢ホテル

ハイビスカス｣ には､ 本土から非常に高い評価

が寄せられる一方で､ 沖縄では､ 高い評価と同

時に強い批判も受けている ｢ちゅらさん｣ にし

ても､ 好評の一方で､ 描かれる人物はステレオ
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タイプ的で､ 言葉もわざとらしいという批判は

ついてまわる｡

本土人がマス・メディアに接することで形成

する沖縄イメージは､ 沖縄戦の暗い過去を隠蔽

し､ それとは逆に ｢沖縄の文化や芸能を持ち上

げて､ 暗く思い現実に向かい合う感性を麻痺さ

せる｣ ような ｢イデオロギーとしての＜癒し

系＞エンターテイメント｣ (目取眞 P.151) で

あるとの批判には説得力がある｡

そもそも､ 沖縄と本土の様々な空間が別個に

存在するという事実は､ 検証するまでもなく､

出版業界の商圏範囲がてき面にそれを証明して

いる｡ 沖縄の出版社が発行する出版物を目にし

手に取る機会は､ 日常的なレベルでは非常に限

られている｡

公共圏研究言い方をすれば､ ナショナルなレ

ベルで (仮に日本という国家) の公共圏は､ マ

クロな単一の公共圏が存在するのではなく､ 多

層的な複数の公共圏が並存していることになる

(遠藤､ 2004)｡ 本稿では､ ｢公共圏｣ の用語を､

ハバーマスのいう ｢合理的な議論の空間｣ と言

うほどの高いレベルには捉えていない｡ むしろ､

娯楽的なイメージによって形成される ｢輿論｣

概念 (福間､ 2006) を用いたり､ ｢メディア空

間｣ として捉えた方が相応しいのかもしれない

し､ 的には様々なメディアの“商圏”と言う程

度が相応しいのかも知れない｡ いずれにせよ､

沖縄に住む人の ｢メディア空間｣ と本土の ｢メ

ディア空間｣ が存在し､ 前者は後者に対して強

いプレゼンスは持っておらず､ 関心を寄せる人々

は､ 研究者などの専門家に限定されている｡ 他

方で本土の公共圏は､ 確実に沖縄の公共圏にも

侵食している｡

異なる商圏の出版界が存在するならば､ B.ア

ンダーソンのいう ｢想像の共同体｣ もまた､ 別

個に存在・機能するのが当然とも言える｡

ところで､ 現在はまさにインターネットの時

代である｡ インターネットの社会的影響力の増

大は誰もが実感するところである｡

インターネットの技術的特徴の一つに､ イン

ターネット空間においては､ 発言者の従来的な

意味での発言力 (例えば全国紙) が削ぎ落とさ

れ､ 市井の市民による発言と等置される､ とい

うものがある｡ 確かに､ 例えば検索サイトで

｢沖縄｣ と打ちこみ検索をかければ､ 公的機関

から個人のHPやブログまでが列挙される｡ 既

に ｢リスティング｣ (ポータルサイトによるビ

ジネス｡ キーワードをオークションにかけ､ 検

索結果でサイトをより上位に提示するシステム)

が浸透し､ 純粋な意味では等置とはいかないが､

それでもインターネットというテクノロジーに

よって､ 従来の社会のねじれ構図が解かれるの

ではないかという希望を抱かないでもない｡ 前

述した複数のメディア空間の遊離が解消・統合

されて､ 沖縄を巡る新しいイメージ空間が形成

される可能性があるのではないか｡

そうした問題意識に基づき､ 沖縄を巡るイメー

ジを構成する一つの有力なメディアとしてイン

ターネットを取り上げ､ 考察をする｡

しかしながら､ インターネットを調査するこ

とは､ 特にインターネットが提示してくる内容

を分析することは､ 容易ではない｡ 内容の分析

から受容者理解という枠組を検討していく作業

は更に困難を極める｡ その理由は､ 後で見るよ

うに､ インターネット技術が持つ“更新可能性”

にある｡ インターネット空間では､ 送り手が新

しい情報を提供する準備ができれば即座に内容

や記事が更新される｡ 利用者が一つのページを

見ているその間にもコンテンツは更新される可

能性がある｡ インターネットは閉じた空間を構

成しているのではない｡ 記事にリンクが張られ

ていれば､ そしてそれをクリックすれば､ 瞬く

間に､ 他の空間へと身体が移動する｡

従来の内容分析は､ 分析期間を設定すること
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で､ 対象となる内容 (記事や番組) を多くの人

が読んだこと､ つまり内容の理解を共有したこ

とを想定する｡ テキストマイニング技術を適用

した内容分析が既に充実の兆しを見せているが､

いずれにしても従来マスコミュニケーション研

究が行ってきたような､ 一旦時を止めて､ 静止

した状態で内容分析をする手法は､ インターネッ

トに関しては採用できないのである｡ インター

ネットに関する研究を行う場合､ いわゆる内容

分析を行う前に､ 送り手すなわち制作者への聞

き取りを行うのが､ 賢明かつ常套の手段となる｡

その第一弾として本稿では､ 沖縄県の二大紙

｢琉球新報｣ と ｢沖縄タイムズ｣ のインターネッ

ト制作部署への聴き取り調査を行った｡

本稿では､ まず､ 聴き取り調査を行うにあたっ

ての枠組を設定する｡ その後聴き取り調査を整

理し､ 最後に､ 聴き取り調査の知見を検証する

ことにする｡

第２章 沖縄イメージに関する先行研究

沖縄イメージを巡る研究で､ マス・コミュニ

ケーション研究に近い方法からの仕事となると､

それ程多いとはいえない｡ 本論では､ 出発点と

して､ 多田治の業績を参考にする｡

沖縄イメージと､ 沖縄の観光リゾート化との

関係を分析した多田によれば､ ｢海｣ ｢亜熱帯｣

｢文化｣ といった沖縄のイメージが､ 昔からあっ

たわけでもないにもかかわらず日本で定着した

のは､ 1972年の日本復帰以降､ 特に､ 1975年の

沖縄海洋博以降である (多田､ 2004)｡

沖縄イメージに関するマクロレベルでの分析

の一方で､ 多田はまた具体的な文化表象､ 主に

ポピュラー文化における沖縄イメージの消費に

関する論考も行い､ 沖縄の若者のなかには､ 故

郷である沖縄についてあまり知らないことに不

安を持つものが多くおり､ 彼らが“ありのまま”

と感じる沖縄イメージを受け入れていくことを

明らかにしている (多田､ 2003)｡ ここには､

沖縄の40歳代以上に人々が持つ“純粋型の琉球

時代”という過去の記憶に基づくノスタルジア

はなく､ ｢昔の沖縄｣ あるいは ｢琉球｣ を知ら

ない､ より幻想性の強い､ イメージ準拠型のノ

スタルジアが存在する｡ 沖縄戦と戦後の苦しい

時代を直接体験の記憶と共に共有する年長者に

とって､ 大規模な工事やショッピング・メガス

トアーの建設によって沖縄の風景が本土化して

も､ アイデンティティは本土化しないが､ メディ

ア化による記憶分断とコンビニ化による便益享

受によって若者は､ ｢風景が本土化すれば魂も

本土化する｣ 事と言い換えることができよう

(宮台､ 2005)｡

大田昌秀の ｢沖縄の心｣ には響かないが､ モ

ンパチの ｢琉球の心｣ にはひきつけられる若者

たちには年長者との溝が深刻に存在し､ 他方で､

メディアを通じた<沖縄>が肯定されることで､

沖縄県内に住む本土出身者は排他的な ｢壁｣ を

感じる｡ また離島出身者の ｢シマンチュ｣ には

｢ウチナーンチュ｣ カテゴリーへの違和感を憶

えさせるような状況も生まれている｡

いずれにしても､ 沖縄イメージは絶えず､ そ

のこと自体政治性を帯びざるを得ないし､ 前節

で記したように､ 重層的で､ 本土と沖縄の間は

もちろんのこと､ 沖縄の中でも相互の交流に欠

ける面もあるようである｡ (多田､ 2003)

第３章 インターネットを捉える視点

� 日本のメディア空間における新聞社の位置

づけ

メディアは､ 当該社会の政治・経済・社会・

文化の総体として機能する｡ また､ 新たに登場

したメディアは､ 既存のメディア秩序を継承す

るとともに､ 古い状況に影響を及ぼす｡ インター

沖縄を巡るイメージポリティクスに関する考察(1)
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ネットの展開を記述するには､ インターネット

が社会で成立する地盤としてのメディア状況を

広く捉えておかねばならない｡ 日本の新聞社を

中心としてインターネットを考察する本稿では､

日本のメディア空間における新聞メディアの特

徴や存在力をまず､ 抑えておく必要がある｡

社団法人日本新聞協会のデータによれば､

2004年の日本新聞業会の総売上高は約23,800億

円と､ 2000年以降続いてきた微減傾向に歯止め

をかけた｡ また総発行部数は､ 一般紙が約

4,747万部､ スポーツ新聞が約555万部で､ 一般

紙は2000年をピークに微減､ スポーツ紙は急激

な減少を続けている｡ 特に1996年に658万部で

ピークを迎えたスポーツ紙の部数は､ ここ８年

間で約100万部を減らした計算になる｡ また一

世帯あたりの部数は1994年の1.20から2004年は

1.06へと下がっている ｡ すでに広く知られて

いるように､ 日本の新聞業会は世界でも屈指の

宅配率を誇り､ 一般紙93.9%を維持している

(04年)｡ 駅や KIOSK で見られる朝の風景は多

くが､ 『日本経済新聞』 やスポーツ新聞を買う

ものだが､ スポーツ紙でも約66％の宅配率を確

保している｡

さて､ 日本における代表的通信社 『共同通信』

の企業形態が､ ｢会員新聞社からの会費によっ

て運営される｣ “社団法人”で営利を目的とす

る企業ではないことは新聞業界を特徴付ける要

素の一つである｡ 朝日・毎日・読売といった巨

大全国紙は､ 国内隅々にまで支局を設置するほ

か海外にも多くの特派員を抱えて巨大な取材網

を構築し､ 紙面のほとんどを自社記事でまかな

う｡ しかしブロック紙や地方紙はそれだけの体

力を所有することは叶わないので､ 地盤とする

地域以外の情報は通信社からの記事配信に依拠

することになる｡ 他方で各社は基盤地域の取材

で一日の長があり､ 共同通信記者は地元紙の記

者から受けた情報を基に取材を行うこともしば

しばである｡ 共同通信と会員各紙が､ 経営・戦

略面で常に互恵的かつ依存的関係にある｡

ところで“社団法人”共同通信社の存在が､

フリー・ペーパーとの関係で重要性を示すよう

になっている｡ 2004年の日本における無料媒体

の発行部数は２億2,570万部 (ABC 協会調べ)

に上る｡ しかし編集スタイルが世界19カ国で発

行される ｢METRO｣ に類するような一般新聞

に近いタイプのフリー・ペーパーは､ 滋賀県の

｢滋賀報知新聞｣ (２万４千部､)､ 北海道網走市

の ｢経済の伝書鳩｣ (約､ ８万四千部､ 週６回

発行) などを例外として存在しない｡ 2002年に

東京首都圏で初の日刊フリー・ペーパー

｢Headline Today ｣ が創刊され､ 日本版

｢METRO｣ 登場かと注目されたが､ 同紙は間

もなく経営に行き詰まり､ 時事問題主体の内容

から芸能・音楽・スポーツ中心のエンターテイ

メント的傾向へ方針を変更し､ 発行周期も週刊

となった｡ 路線変更の最大の理由は､ ２大通信

社がニュース配信を拒否したことによるニュー

スコンテンツの不足である｡ 例えば共同通信は

配信拒否の理由を ｢有料紙 (加盟社) から会費

を頂いている社団法人としての立場から､ 会員

社の立場を危うくする協力はできない｣ として

いる ｡ 時事通信も ｢総合的な判断｣ としてニュー

ス配信を拒みんだ｡ 結果､ 同紙は国内情報に強

いとはいえないロイター通信とブルームバーグ

の配信記事への依存を余儀なくされた (後に産

経新聞が記事提供を開始)｡ 広告代理店､ 印刷

業､ 用紙の確保等､ 新聞産業全体が一致団結し

てフリー・ペーパーへの協力を拒んでいたこと

が明らかになっている｡ 日本の新聞界の足場を

危うくする ｢ニュースを無料で見ることのでき

る｣ 媒体はインターネットだけ､ という一線を

死守している｡ このように日本の新聞社は､ フ

リーペーパーの脅威によって存在力を低下させ

ている世界の新聞産業の潮流と比して､ 極めて
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高いプレゼンスを維持しているのである｡

� インターネット空間における新聞社の位置

づけ

インターネット空間では様々な情報が無数の

主体から提供され､ 情報は無数の主体によって

受容される｡ そして発信者と受容者は固定的関

係にあるのではなく､ 自由自在に入れ替わる｡

しかし､ インターネットを利用した情報行動

に関する調査からは､ いわゆるマスメディア､

特に新聞社が展開するニュースサイトは､

Yahoo!JAPAN には及ばないものの､ 卓越した

プレゼンスを示していることが明らかになって

いる (ニュースサイト研究会 2004)

新聞社系ニュースサイトの全体的傾向につい

て､

①地域ポータル化への意識

②広告メディアとしての独自性の追求

③本紙の補完的役割

の三つの潮流がある (清水､ 2004)｡

日本新聞協会も同様に ｢ブロード・バンド化

の変化に対応したコンテンツ提供に努める様子

が見える一方､ 今後の船舵を広告型､ あるいは

有料サービスに型による事業基盤の確立へ向け

るのか､ あるいは情報､ ニュースを扱う企業と

しての新聞社､ 商品としての新聞全体の声価を

高めるための補完的事業と位置づけるのか､ 今

なお模索を続けている様子が伺える｣ と指摘し

ている (新聞協会､ 2004)｡

新聞社系ニュースサイトの特徴の一つとして

言えることは､ 特に､ 従来同じ ｢マス・メディ

ア｣ という枠組みで捉えられていたテレビ・ラ

ジオ各社の展開するWeb サイトと比較して明

らかになることは､ テレビやラジオのWebが､

自局の番組宣伝を専らとし､ ストリーミング再

生などは､ 様々ある自局コンテンツの ｢一部分｣

に限定されているのに対し､ 新聞社は､ まさに

自社コンテンツの ｢全て｣ とも言える ｢ニュー

ス記事｣ を掲載していることである｡

そして何より､ インターネットによって新聞

社は､ ｢速報性｣ という武器を得た｡

� 新聞社が展開するインターネットにおける

地方紙の位置づけ

本稿で聴き取り調査を行う､ ｢琉球新報｣ と

｢沖縄タイムス｣ は､ その分類としては､ 地方

紙・県紙に入る｡

全国紙のニュース・サイトは､ 本紙の卓越し

たブランド力を活用して､ 独自の広告媒体とし

て展開の度を高めている｡ 例えば朝日新聞では

《asahi.com》の子会社化も囁かれ､ 06年10月

に大胆な組織改革を実行するなど､ 今後は一層

本紙との距離を広げていくことが予想される｡

ブロック紙・広域県紙は､ インターネット展

開の中で､ その商圏の曖昧さ､ すなわち自身の

アイデンティティ形成に苦慮するようになった｡

そして東北の河北新報の《Kolnet》を除き､ ブ

ロック紙のインターネットへの取り組みは､ 新

聞業界の中でも相対的に遅い｡ ローカル情報の

詳細さという点では各県紙に劣り､ 中央関連の

ニュースでは全国紙に劣るブロック紙は､ どの

ような情報をサイトに提示していけばよいのか｡

既に進行している夕刊部数の減少と相俟って､

ブロック紙が解決しなえればならない課題が､

インターネットへの取り組みに凝縮されている｡

地方紙・県紙は､ 存立地域におけるポータル・

サイト化を目指す方向にある｡ そのために､ 地

域メディアとしての役割を再確認し､ 地域の特

性とは何なのかを改めて見つめなおしてオリジ

ナルコンテンツの開発に力を注いでいる｡ イン

ターネットがローカルな側面を強く持つメディ

アであることの証左である｡

県紙は商圏で最大のプレゼンスを誇っている

か､ それに近い立場にあるのが通常である｡ そ
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れでも､ インターネット部門は黒字を計上でき

ない現実がある｡ 収益をもっぱらバナー広告に

依拠するが､ バナー広告の売り上げには限界が

あるからである｡

ニュースの卸問屋として機能している共同通

信社は､ 新聞の販売網に縛られることなく本来

は最も身軽なはずなのだが､ 社団法人という経

営形態によって､ 結果として､ ある意味で地方

紙全体が足並みを揃える形になっている｡ 速報

力では全国紙を凌駕する ｢共同通信｣ は､ 運命

を会員社である地方紙やブロック紙と共にしよ

うとしている｡ どの会員新聞社も将来の危機感

を抱いている点では一致しているが､ 一社とし

て社会的・経済的事情を同じくする社はない｡

成功が約束される正解としての経営判断は一つ

ではない｡ "共同通信体制"の舵をどのように切

るのか､ 自身の生き残りをどう図るのか､ 動き

のとりづらい状況に置かれている｡

では､ 沖縄の二県紙が展開するインターネッ

ト・ニュースサイトにはどのような特徴が見ら

れるだろうか｡

第４章 琉球新報社への聴き取り調査

調査日：2005年３月３日､ 調査対象：来間信也

氏 (編集局メディア本部メディア部)

◎ニュースサイト開設に至る経緯

ネットの立ち上げは､ 96年５月末｡ その一日

前に沖縄タイムスが競うようにHPを立ち上げ

たのが沖縄らしい点である｡ 現状でのサイトの

位置づけは､ 本紙の補完的役割である｡ 本格的

に始めた時期やきっかけは､ 名目としても実際

としても､ ｢沖縄からの情報発信｣ を欲したと

いうのがある｡ しかしそれと当時に､ ｢インター

ネットというものがあるらしく､ どの社も取り

組んでいるから｣ という程度であったことも確

かである｡

◎電子版を開設するに当たり社内的になされた

議論

特別な議論があったわけではないが96年は各

地で地方紙もサイトを立ち上げ始めた時期で､

琉球新報でもということになった｡ パソコン通

信時代から情報提供は行ってきているので､ ニュー

スサイト (以下､ NS) はその延長線上にある｡

当初､ 資料調査部長がその分野に明るく､ 部

長を中心に数人でNSを立ち上げた｡ 資料調査

部は98年にデータベース (以下､ DB) を立ち

上げ､ 組織が ｢メディア部｣ となったのは04年

の４月である｡

◎電子部門の予算・損益の推移

現在､ バナー広告は順調といってよい｡ バナー

広告の枠はトップページにしか設けていない｡

記事本文のページにバナー広告を張ることもし

たいのだが､ 人員体制を考慮すると広告の更新

ができない｡ 営業は広告局が担当しているが､

ほとんど営業していない状態であるにもかかわ

らず出稿依頼は多い｡ 広告を掲載しきれない状

態が続いている｡ リニューアルでバナー枠の拡

充を謳っている

また､ Yahoo!JAPAN への記事提供を行い､

配信料を得ている｡ 金額を公表することはでき

ない｡

沖縄でのケータイは､ au が圧倒的に強い｡

現在は au への ｢情報提供｣ という形で記事を

配信している｡ 利用者はタダで記事にアクセス

している形になる｡ しかし､ 05年３月で情報提

供料を含む契約が切れる｡ Au からは情報提供

料は今後支払わないと申し渡されており､ それ

では全て平等に配信したほうが､ 例えばひと月

100円として課金したほうが収益として上回る

のではないかという議論が起こっている｡
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◎ニュースサイトの制作体制

NS を制作するのは､ 編集局メディア本部メ

ディア部である｡ メディア部の業務概観は､

DB 構築､ NS 制作､ Yahoo!JAPAN への記事

提供､ ケータイ (au) への記事提供､ 電光ニュー

ス作成､ 提携 FM局などへの記事提供である｡

外部への記事提供はメディア部が窓口となる｡

メディア部は､ メディア部４名 (うち正社員

２名､ 契約社員１名､ 派遣社員１名)､ システ

ム部 (新聞制作・５名)､ デザイン部 (Web デ

ザインなどグラフィック面を担当・６名) であ

る｡ NS の広告業務は広告局が担当している｡

メディア部には編集 (記者経験者) がいない｡

メディア部として独自の記事を作成することは

現在できない｡ かつて動画配信が案として上げ

られたこともあったが､ 実現していない｡

◎更新及び勤務体制

更新は１日２回｡ 琉球新報社の勤務時間は９：

30～17：30｡ 第一回目の更新は､ ９：30出勤後

に作業を始めて10：00～11：00｡ ここで､ 朝刊

記事をWeb に掲載する｡ 第二回目の更新は､

14：00～15：00｡ 夕刊の記事から転載する｡

記事は本紙向け記事が全てメディア部に送ら

れてくる｡ メディア部は本紙の中から､ 15本を

選択する｡ その際､ 本紙記事の価値付けに従い､

おおよそ各面のトップ項目から順に取り上げ､

Web として15本を選ぶ｡ 選んだ記事は基本的

に全文を掲載する｡ 見出しはメディア部が作成

する｡

朝刊の更新に比べて､ 夕刊の更新が早いこと

になるが､ これは社員の勤務時間との関係で､

17：30に契約・派遣社員が業務を終えることを

考えると､ 14：00から15：00程度の更新が妥当

の時間となる｡ 大きな事件が起きた場合などは､

正社員である来間が残業をしてWeb 更新を待

機することになる｡

日曜日及び第二土曜日には夕刊発行はないの

で､ メディア部は１人勤務となる｡ ニュースの

取捨選択は､ 正社員 (＝来間) でない日も生じ

てくる｡ 選択は各人に任される｡

記事のWeb 掲載は､ 基本的に本紙が読者の

目に触れてからということなので､ 問題は少な

い｡ しかし最近､ 第２回目の更新つまり ｢夕刊｣

記事の更新時刻が早いのではないかという声が

時々聞かれる｡

◎ニュースサイト記事の特性

本紙の記事のうち､ 朝刊から15本､ 夕刊から

５本の､ 計20本がWeb に掲載される｡

記事は本紙向け記事が全てメディア部に送ら

れてくる態勢になっている｡ それをメディア局

が取捨選択してWeb に掲載することになる｡

特ダネの縛りなど､ 電子版の更新の際に本紙

を優先するような問題は､ Web 更新の状況か

ら､ 発生しない｡ ニュース項目の順序は､ イン

ターネット独自でなく､ 基本的に本紙の価値判

断に応じ､ 各面のトップからバランスをとって

Web に掲載する｡ ネット向けの文体の特徴と

いうものも格別なく､ ネットに掲載される記事

は､ すべて本紙からの転載であり､ 文体に違い

はない｡

◎本紙の読者と電子版の読者の属性の違いにつ

いて

サーバーの関係で､ アクセス解析が弱い｡ 現

在サイトの全面リニューアルを検討中だが､ 理

由の一つにサーバーの変更も挙げられる｡ 変更

をすれば解析ができるようになる｡ 現段階では

好みの違いまでは把握していない｡ Web 記事

の価値判断が本紙に応じているので､ 内容もそ

れほどソフトなものが多いわけではない｡ が､

全体的な傾向としてはソフトな記事が好まれる

のは確かだろう｡ 反響としては､ 県内６：県外
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４の割合になっている｡

◎著作権・ディープリンクについて

業界の総意として新聞協会がディープリンク

に関して強い態度を示しているので琉球新報と

しても従っているが､ 個人的には､ ディープリ

ンクはインターネットの特徴の一つと考えてい

るので､ これと格闘しても仕方がないと思う｡

むしろそのアーキテクチュアと上手く付き合っ

ていったほうが良いのではないか｡

◎有料制・会員登録制への視野

この制度は､ 会員登録をする見返りを提供で

きるからこそ実行できるのである､ 琉球新報の

現状としては､ 登録制は考えられない｡

◎他のポータルサイト (Yahoo!JAPAN など)

への配信に関する考え方

Yahoo!JAPAN に記事配信をしている｡

Yahoo!JAPAN への配信によって､ 沖縄の非常

にローカルな記事が､ 全国に提示され､ ある場

合には Yahoo!JAPAN トピックに提示された

りする｡ その結果として､ アクセスが増えるこ

とが多い｡ バナー広告の営業にとってやはりア

クセス数は､ 広告料金を決める際の重要なファ

クターであるので､ 琉球新報としては､

Yahoo!JAPAN への記事提供は非常に費用対効

果のある行為と考えている｡

◎読者とのインタラクティビティをどのように

拡大していくか

リニューアルでは､ 記事へのトラックバック

を受け付ける｡ 各記事への反応を個別にすばや

く受け取ることを目的としている｡ さらに個人

的な意向として､ 記事を執筆した記者へ投げて

みたい｡ 自身の書いた記事がどう読まれている

のか､ 記者に届いていない印象を受ける｡ むし

ろこの面を主としている｡

◎取材過程におけるインターネット・イントラ

ネットの活用

各記者はDBを随分と活用しているようだ｡

しかし､ Web となるとどうだろうか｡ それほ

ど見ていないのではないか｡ これまで琉球新報

のWeb は蓄積型で､ 過去の内容が全て遡れば

閲覧できる状況にあった｡ しかし､ 個人情報保

護法の影響で､ 外部向けコンテンツの保存期間

を３ヶ月とした｡ 事故記事などに実名が載った

人からクレームが来たことなどを理由とする｡

◎ニュースサイトの将来について

今後新聞本紙の発行部数が伸びていくとは予

想できない｡ それを補う策を新聞社は探してい

かなければならないのだが､ それはやはり NS

ということになるだろう｡ 現在Web 部門での

損益は好調だが､ そういう意味では､ 琉球新報

はまだそれに見合う取り組みをしていないこと

の裏返しかもしれない｡

◎共同配信記事の二次利用

通常全国紙以外の新聞社は共同通信の配信記

事を本紙に使用する｡ Web でもWeb 用の配信

記事を掲載することが通常だが､ 琉球新報では

これを掲載していない｡ 記事の二次使用に関す

る契約をしていないためだ｡ 結果として､ 琉球

新報のWeb に掲載される記事は､ 沖縄ローカ

ル記事のみとなる｡

第５章 沖縄タイムズ社への聴き取り調査

調査日：2005年３月17日､ 調査対象：石川聡氏､

(メディアシステム本部 メディア部)
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Ｑ. ニュースサイトの立ち上げ時期は

1996年５月のかなり早い時期である｡ 編集部

記者の中にパソコン通信に通じていたものがお

り､ 取材などの情報収集というよりは､ 沖縄か

ら情報を発信したいという意図で開始した｡

1996年の年が明けてから ｢インターネット研究

会｣ を立ち上げ､ 上記メンバーを中心に､ 急な

プロジェクトだったが､ HP を開設した｡ 石川

自身は99年からWeb に参加｡ 立ち上げの一人

でもある｡

Ｑ. 組織構成は

当時はメディア部は存在していなかった｡ 立

ち上げ時には､ ｢どのような方針で行くのか｣

どのような規模で､ 何も何も決まっていなかっ

た｡ 短期間でやってしまった｡ その中でニュー

スもやっていこうということだったので､ 幹部

を一人専従で充てた｡

当初からメディアシステム部が制作局の組版

システムの組織改変を控えており (こちらは紙

面の組版システムをコンピュータ化する)､ ま

た広告システム担当の人もおり､ メディアで３

人､ システムで３人くらいだったと思う｡ 人員

は編集だけでも技術だけでもない｡

Ｑ. 立ち上げ時の感触

Web の位置づけが未整理だったと思う｡ し

かし沖縄からの情報発信をしたいという意思が

あった｡ それまでのパソコン通信での感触から

も､ インターネットは重要であると思っていた｡

経営側も､ どうなるかはわからないが､ スター

トしてみろという感覚だったと思う｡

沖縄の外へ情報発信するという感覚は持って

いた｡ 琉球新報のパソコン通信などは見ており､

情報発信の魅力は感じていた｡

現場としては是非やりたい｡ 新聞の販売エリ

アの外へ是非発信したい｡ 経営はそれがどのよ

うな意味を持っているかはわかっていなかった

と思う｡ あれよあれよという間に部署が出来て

いた｡

Ｑ. 現在のWebは何バージョン目か

直近は､ 社の題号が変わっている時に変えた｡

サミット時にも変えている｡ ５バージョン目だ

と思う｡ サミットのときに顕著にアクセスが増

えたわけではない｡ 年々１割から２割の割合で

アクセスは増えている｡ 英語版も出していたが｡

Ｑ. 電子版をどう位置づけているか (インター

ネット観・ビジネスモデル)

これまできちんとした総括をしていない気が

する｡ 立ち上げ時期から方針を変えたというこ

とはない｡ そういう意味からすると､ 本紙補完､

本紙に掲載された記事を､ ｢後で｣ Web に挙げ

ていく役割は大きく変わっていない｡ 将来的に､

ポータル化したい､ 独自のものもやりたいとい

う意思は持っているが､ 将来的にも人員の問題

もあり､ 検討をしているだけの状態だ｡ 日々の

記事更新に対応するのが精一杯だ｡ 基本的には

紙面の後追いで更新を重ねるので精一杯である｡

最近バナー広告は伸びてきているが､ 収益とい

うのが必ずしも目の前にあるわけではない｡ 動

機のなかには､ 紙がメインであるとしても､ い

ずれ限界が出てくるときに､ 新聞社として収入

を補う手段を用意しておかねばならないから､

そうした存在になりたいという意識はある｡ 収

入モデルの確立を目指しており､ ポータル化に

よって収益を図って生きたいが実際にどうかと

いうと難しい面がある｡

Ｑ. 東北では本紙補完からの発展を目指しなが

らも広告が低調だが､ 沖縄の状況は？

あまり自覚されていない｡ 99年からWeb 担

当に戻ってきたが､ それまではDBを担当して
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いた｡ もともと情報発信を動機にしており､ 収

益モデルまで意識されていなかったのが現状で

はないか｡

沖縄は世帯数が増えているのに新聞部数は伸

びていない｡ 未読層が増えている危機感はかな

りある｡ 情報収集能力は新聞社が優れている｡

｢紙｣ に依存せずに強みを生かしていくという

意味では､ Web は大事な存在だ｡

Ｑ. メディアシステム本部の全体業務の概観は

そもそもはWeb 制作の目的で立ち上がって

いる｡ それもそもそも組版システムのテキスト

を並べ替えれば出来る｡ 97年からDBにも適用

し､ 全記事を保存し､ まずは内部向けサーバー

を立ち上げた｡ 98年から有料化を目指す前提で

外部にも無料で公開した｡ ３人の他に派遣社員

が４人で DB 作業をしている｡ そのなかから

Web 更新へ利用している｡ 電光ニュースは沖

タイでは､ 編集局からFAXで送っている｡ ケー

タイへは au に対して情報を提供しているが､

間もなく契約が終了する｡ Auは､ auのメニュー

の中にサイトに沖タイのサイトが入り込んでい

る｡ 終了に当たっては､ 情報提供をしてこなかっ

た Docomo､ Vodafone への対応など､ 考慮す

べき点が多い｡ いずれにしろ有償になるが､ 少

額課金の問題 (集金手段)､ Docomo が県紙レ

ベルのサイトを拒否している点､ 料金への対価

を戻せるかという点など､ メリットをどう考え

るか｡ 収益を度外視して認知度を確保するとい

う意味で出すべきだという意見もある｡

人気があるのはスポーツの結果など､ 要する

に東京発信の情報で､ 地方紙が提供できるロー

カルな情報に毎日アクセスしてくれる需要がど

れだけあるだろうか｡ 高校野球や選挙速報がそ

れに当たるかもしれないが､ 沖タイでは元々選

挙結果の分析に重点を置いていたので､ 選挙速

報は実施してこなかった｡ 非常にカギになる巨

大な存在であることは確かだが､ メディア部門

がどう関わっていくかは､ 難しいところだ｡

電子縮刷版 CD-ROM 版を98年から発売して

いる｡ 89年以降の紙面をスキャンし､ 見出し検

索が出来るシステムになっている｡ 調査部が制

作していた｡ 資金も投入した｡

PDF版は､ 組版機がPDFも出せるようになっ

ている｡

また､ 沖縄に代理店のあるカナダのニュース

ペーパーダイレクトNPD社 (PDF晩を各地で

プリントアウトするサービスを提供する社) か

ら申し入れがあり､ 提供している｡ しかし商売

のレベルではない｡ コストがほとんどかからな

いので継続している｡ これも自動化できないか

と検討している｡

Ｑ. 勤務形態と更新状況

社としての基本的な勤務は､ 10：00から18：

00｡ しかし12：00ごろの更新を目指しているの

で､ 作成の現場はオペレータは９：00ごろから

作業を始めている｡ 正社員の当番は９：00出勤

である｡ 組版からあがってきた記事をWeb に

掲載する

Ｑ. 記事の配列や価値判断について

朝刊10本､ 夕刊５本､ をめどにの基本線で掲

載する｡ 超える場合もある｡ 全文掲載という声

もあるが､ 無料でもあるし､ これを基本線とし

ている｡ どの記事を選ぶかは､ デスク＝当番の

役割である｡

Ｑ. どのような人がデスク職を担うのか

営業職出身の部長や､ 技術職系の新人がデス

クを勤めた例もあり､ 編集が多いが必ずしも記

者出身者がデスクというわけではない｡ 大筋紙

面に従っており､ 地ダネのみを本紙から拾う｡
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Ｑ. 基本的な方針があるか

一面に本紙記事のない場合もある｡ その場合

は社会面からトップを選んだりする｡ 経済記事

は別枠で経済ニュースとしてアップしているが､

その中からも選ぶこともある｡ 地方のスポーツ

も拾うべきものは疲労｡ 面で１本ずつ位拾うと

10本になる｡ 全体として大きな記事から10本程

度を拾い､ 足りない場合は地ダネ・スポーツで

補充する｡

Ｑ. 夕刊の更新時間は

おおよそ午後２時から３時の間である｡ 沖縄

は夕刊の配達時間が結構早い｡ 会社員等が５時

の終業で､ 会社で夕刊を読む習慣がある｡ また､

配達人が主婦の場合が多く､ 夕刻の家事を始め

る前に配達を終えないといけないという事情も

ある｡ ２時半くらいから配達を始める｡ ５時過

ぎの配達はないと考えてよいくらいである｡

Ｑ. Web 上の記事について

Web に載せる記事は全文を載せ､ そのほか

に関連記事のリンクを張る｡ 見出しは基本的に

はメディア部で変更しないといけない場合が多

い｡ バージョンアップ前は､ 見出しを画面で折

り返すことすらできなかった｡ 現在は可能だが､

こちらで変える場合が多い｡ 元もものを大事に

という考えでやっている｡ 現在は25～６文字内

に収める｡

Ｑ. 問題がおきることは

大きなミスや問題はない｡ 紙面とトーンが違

うことはあったのかもしれないが､ クレームが

きたことはない｡ Web の認知度が低いからか

もしれない｡ 今後はあるかもしれない｡

Ｑ. 沖タイは､ 一版体制か

基本的には統合版｡ 何かあると午前１時くら

いまで粘っていることもあるので朝刊はほとん

ど差し替えない｡ ２版が出ることも時々はある｡

これまで３版が最大｡ 夕刊はほとんど２版体制｡

離島への飛行機の関係で戸への配達の絡みがあ

る｡ 11時すぎ11時半くらいが限度である｡

Ｑ. 夕刊の校了をまってからWeb の更新に入

るわけか

もう少し早く､ 紙面の構成が完全に終わり､

印刷センターへの出力が完全に終わってから､

ではボチボチやるかという感じで更新に入る｡

結構遅れる｡ ２版が出ないことを確認してから

作業に入る｡ 13時くらいからの作業開始だ｡

更新に齷齪する他社の様子を聞くこともある

が､ 実際それが何のためなのか､ 考えてしまう

こともある｡ 巻き込まれるだけで終わることも

ある｡ うちはとにかく最低限の業務で､ 後ろ向

きというか､ いらん事はしない方針でいく｡

Ｑ. メディア部およびWebの収支

管理職 (部長) 以外には正確な数字は知らさ

れていない｡ ペーパーも出ていない｡ 概算だが､

利益は出ていない｡ 収入はバナーのみ｡ バナー

は､ ひと月５万円提示だが､ ３万円くらいに大

幅に割り引いている｡ ５社程度｡ 最近急に人気

が出ており､ あふれている｡ ローテーションで

やろうかと考えていたが､ これまでは埋まらな

かった｡ フロントにはめきりである｡ ３万×５

社＝15万程度｡ 空いているところは自社広告で

埋めていた｡ メディア部は著作権関連業務も管

轄しているのでそれが一番の収入かもしれない｡

Web だけで言うと二人分くらいの人件費とい

う感じだ｡ サーバーはプロバイダーに預け､

DB はまた別に預けている｡ 30万程度の維持費

がかかる｡
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Ｑ. 広告はフロントだけか

リニューアルで記事面にも出るようにした｡

これまではガラガラだった｡ 営業は関連会社の

代理店が持ってくることもある｡ メディア部が

やっている｡ 広告がWeb 広告を理解していな

いことはママある｡ 紙面に広告を載せるが

Web にも､ という依頼は実際にある｡ Web の

収入としてバナーを育てようという環境には至っ

ていない｡ 営業サイドから見れば微々たる金額

であるし､ ジレンマだ｡

Ｑ. DBの無料については

以前からの懸案である｡ 有料化を目指すとい

う趣旨で開始している｡ 小額課金も難しい｡ 有

料化にした場合はそれなりの水準に引き上げな

ければならないだろう｡ 実際､ ２～３日更新を

しないことも無いわけではない｡ それではやめ

ろという話でもない｡ DB では個人情報が含ま

れているものは掲載しない方針だ｡

社内でのDB利用を､ キチンと把握している

わけではないが､ 更新が遅れると苦情が着たり

するので利用されているのだろう｡ また校閲部

が確認のためにも利用しているようだ｡ 読者セ

ンターも利用しているらしい｡

Web の社内利用については特に社内で聞い

たことはない｡ 見ていないかもしれない｡ 本紙

に載っていることしか載っていないわけだから｡

Ｑ. アクセスは県内外どんな状況か

これまで細かい解析はしていない｡ プロバイ

ダーが提供するくらいのものだ｡ この規模とし

ては多いのではないか｡ ３割くらいは県外から

かなと思っている｡ 県外のアクセスが増えてい

る印象はある｡ 反響は県外からの人が多い｡ 反

応が良いという印象はない｡ 嘗てと比較すると､

沖縄の情報に触れやすくなったので､ 本土のほ

うで何か変化は起きているのだろうか｡

Ｑ. 《Yahoo!JAPAN》への配信へは

琉球新報が提供していて､ こちらに声はかか

らなかった｡

第６章 まとめにかえて ～知見の検証と今後

の課題～

本稿は､ 明治学院大学社会が部付属研究所の

共同研究の一環であり､ その初年度の活動をま

とめたものであるので､ 何か格別の成果がある

というわけではない｡ むしろ､ 研究を開始する

に当たり､ 問題の核心そのものに迫るというよ

りは､ 周縁の問題を拾い上げて次年度へのした

慣らしをしたものと位置づけられる｡ その意味

で､ 次年度以降への課題を整理して､ まとめに

かえることにする｡

� 日本における沖縄県新聞社の展開するニュー

スサイトの特徴 ～他県との比較～

正確なアクセス解析がされたわけではないが

２社の内部資料によれば､ 沖縄県は歴史的に海

外への移民が多く､ 海外すなわち沖縄日系人か

らのアクセスも多い｡ また東京や大阪への県外

流出者も多く､ さらには日本駐留米軍施設の75

％が集中する“構造的矛盾”を抱える地域性か

ら､ 政治意識の高い人々も日本全国から多くア

クセスすることから､ 九州圏としては第３位

(１位は西日本新聞 (九州圏のブロック紙) の

アクセス数を誇る｡ また､ 地方各紙の自社記事

比率が２割～３割といわれている中で､ 琉球新

報の自社記事は紙面の６割強を占める｡ こうし

た取材力を活かして特集・アーカイブの充実を

図っており､ 研究者等の高い利用が目立つ｡ 他

方､ 人的資源の乏しさ (専従社員２名を含め計

５名) から､ 速報体制は貧弱である｡ それでも

観光業界からの広告収入は堅調で､ サイト部門

は安定して“黒字”を計上している｡ 新聞社の
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サイトで黒字を計上しているのは､ ごく僅かな

例しかない｡

以上を総合的に勘案すると､ 他県地域紙と比

較して沖縄県内の新聞社が展開するニュースサ

イトは､ 社内において位置づけが低く資源が充

分に注がれていないにも関わらず､ 社の規模か

らすると非常に有効なパブリシティを得ている

様子が伺える｡ しかしそれ故に､ 今後斜陽に向

かう新聞社が､ 本紙の販売に代わって社の屋台

骨になる事業を模索していく際にインターネッ

トを軸に据えるというような､ ‶危機感" より

発生する改革への道筋は全く生まれていないこ

とが明らかとなる｡ 現段階では２紙のニュース

サイトが劇的な変化を遂げることは考えられな

い｡

� 沖縄県のインターネット空間における新聞

社サイトの位置づけ

沖縄県における新聞社サイトの位置づけは､

他県の状況とは全く異なっている｡ 通常､ 新聞

社のニュースサイトは､ 本紙が築き上げてきた

ブランド力によって､ 地域＝県のポータルサイ

ト化を志向し､ そのプレゼンスで寡占的な強さ

を示すことが多い｡ しかし､ 沖縄県において《

琉球新報》および《沖縄タイムズ》双方の力強

さは見られない｡ 沖縄は日本有数の観光地であ

り､ 観光情報を提供する県域の様々なポータル

サイトが､ 二紙に先行して数多存在し､ 多くの

アクセスを得ている｡ そうした事情から､ 新聞

社が自紙のニュースサイトを地域ポータル化と

して再構成し､ そこから利益を生み出しうるビ

ジネス展開をする方針は､ 既に棚上げされてい

しまっている｡

沖縄における新聞社サイトのプレゼンスは､

他県と比べてとても低い｡

� 沖縄県における新聞社サイトの限界～後続

研究への課題～

ある地域のインターネット空間について調査

を行う場合､ 常套の手段として､ まず当該県の

県紙を対象とする｡ 県のメディア空間で高いプ

レゼンスを誇る県紙のサイトを視点の軸とすれ

ば､ 対象の大まかな見取り図を描けるからであ

る｡ しかし､ 沖縄県においては､ 県紙のサイト

を取り扱うことによっては本稿の目的を果たせ

ないことが明らかとなった｡

県紙がその潜在力として持つサイトのポータ

ル化という意図は､ 既に断念されている｡ 他県

の県紙と比べて２紙のサイトは､ 収支そしてア

クセス数では好調であるのに､ 企業としての取

り組みは極めて脆弱である｡ インターネットの

技術的特長を活用した新たな空間を創出しよう

という企業努力が見えない｡

結局､ メディア空間の新たな可能性は見えて

こなかったし､ 沖縄人と本土人が沖縄に関して

イメージを共有するような空間の創出は見えて

こなかった｡ 沖縄県紙のインターネットサイト

は､ 従来の紙の新聞が提供してきた空間を若干

ながら広げた程度の存在に過ぎず､ 重層的かつ

断絶的な空間を統合しうる存在ではなかったと

暫定的に捉えることができる｡

今後の研究では､ 新聞社のサイトとは性質の

異なるインターネットサイトへの聞き取りを行っ

ていく必要がある｡ 出発点に戻るようであるが､

それは､ 《癒し》の視線が寄せられる､ 観光に

特化したサイトや､ ポータルサイトとなるだろ

う｡

それらのサイトはどのような下部構造によっ

て展開されているのか｡ あるいは､ どのような

態勢で制作されているのか｡ どのような人々が

アクセスしているのか｡ そして､ どのような内

容をインターネット空間に提示しているのか｡

そうした点を聴き取り調査によって明らかにす
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ることで､ イメージ空間の重層性や断裂性の要

因を探っていく必要がある｡
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